
　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな施策の提案や意見を述べ、村
政をより良い方向へ導くものです。

一般質問とは

問　
二
軒
茶
屋
原
研
線
の

街
路
灯
や
防
犯
灯
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
将
来
、
県

か
ら
の
移
管
を
受
け
る
前

に
実
施
で
き
な
い
か
。

答　
二
軒
茶
屋
原
研
線
は

令
和
２
年
10
月
28
日
に
締

結
し
た
覚
書
に
よ
り
、
水

戸
外
環
状
道
路
の
供
用
さ

れ
た
区
間
の
割
合
に
応
じ

て
県
か
ら
移
管
を
受
け
る

予
定
で
、
現
在
県
は
設
計

や
境
界
確
認
を
進
め
て
い

る
。
当
該
区
間
の
道
路
照

明
に
つ
い
て
県
は
、
主
に

信
号
機
の
設
置
さ
れ
た
交

差
点
や
横
断
歩
道
に
街
路

灯
を
設
置
し
て
、
安
全
な

歩
行
環
境
を
確
保
し
て
い

る
。
し
か
し
、
夜
間
に
は

以
前
よ
り
歩
道
が
暗
い
区

問　
昨
今
話
題
の
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
高
度
な
対

話
型
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発
は
、

将
来
的
に
は
大
手
Ｉ
Ｔ
企

業
や
中
国
な
ど
で
も
開
発

す
る
と
予
想
す
る
。
今
の

時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
は
、
高
度
Ａ
Ｉ
に
対
応

す
る
新
た
な
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
必
要
。
Ａ
Ｉ
に
支
配

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
主

体
的
に
Ａ
Ｉ
と
共
存
し
て

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

問 県道・二軒茶屋原研線
� の整備を

問 AI＊時代に備えた学びとは

答 県と協議し安全性の向上を図る

答 様々な経験や体験が必要と思う

間
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
歩
行
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
、
歩
行
者

用
照
明
の
設
置
に
つ
い
て

協
議
し
て
、
本
村
も
歩
道

照
明
の
設
置
可
能
な
箇
所

な
ど
の
調
査
を
行
い
、二

軒
茶
屋
原
研
線
の
交
通
の

安
全
性
向
上
を
図
る
。

問　
県
道
の
改
善
を
求
め

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
か
。

答　
県
道
の
改
善
を
求
め

る
要
望
の
取
扱
い
は
、
地

元
自
治
会
か
ら
要
望
書
を

村
へ
提
出
い
た
だ
き
、
そ

の
要
望
・
意
見
を
踏
ま
え
、

村
が
県
へ
要
望
し
た
い
。

人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は

基
盤
と
な
る
多
く

の
経
験
・
体
験
が

重
要
だ
が
、
村
の

考
え
は
。

答　

身
近
な
人
や

社
会
、自
然
と
直

接
関
わ
り
、
さ
ま

県道を照らす街路灯

子どもたちには自然体験・経験が必要

光風会

江
え

田
だ

　五
いつ

六
む

　議員

ざ
ま
な
経
験
や
体
験
を
通

し
て
、
新
た
な
気
付
き
を

得
た
り
、
そ
れ
を
基
に
考

え
た
り
す
る
こ
と
は
、
児

童
生
徒
に
「
生
き
る
力
」

を
育
む
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
今
後
と
も
体
験

活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
学
校
給
食
費
の
無
償

化
が
必
要

答　
状
況
を
見
極
め
検
討

す
る

問　
物
価
高
騰
や
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
踏

み
切
る
必
要
が
あ
る
。

答　
今
後
、
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
考
え
る
。

＊AI…Artificial Intelligence（人工知能）の略。
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